
年に1度は健診で

健康チェック！
は で

～毎年1回健康診査を受けて、生活習慣病を予防しましょう～

●症状のない段階で異常を発見し病気を予防することです
●定期的な健診で病気の悪化を防ぎ健康を保ちます

健診の
目的は…

協会けんぽ、健康保険組合、共済組合などの健康保険にご加入の方とその扶養家族の方は、
加入している健康保険の保険者にお問合せください。

40 歳 以 上 の 方 へ
とくとく健診・後期高齢者健診を受けるには
医療機関に通院中の方も受診いただけますので、主治医とご相談ください。
生活保護・支援給付世帯の方にも同等の健康診査を行っております。 詳しくは、札幌市保護課までご連絡ください。

02-F05-25-2493
R7-2-1643

（国民健康保険にご加入されている40歳以上の方）

（後期高齢者医療制度にご加入されている方）

予約制の場合や、受付を停止している場合等があります
ので、予め電話などで各医療機関にお確かめください。

●付加健診のみを単独で受診することはできません。

マイナ保険証、資格確認書
のいずれか

※受診券は再発行が可能です。お持ちでない方は、お住まいの区の区役所（保険年金課）までご相談いただくか、　
　オンライン申請をご利用ください。

●受診に必要なものをチェック！

●検査項目と結果からこんなことが分かります

●身近な場所で、手軽に健診が受けられます

受診券再発行の
オンライン申請は

コチラ
▶

糖尿病の可能性

腎機能

●後期高齢者医療制度にご加入されている方で、市・道民税非課税世帯の方は基本健診の料金が免除されます。料金は、受診券に記載されていますのでご確認ください。免除対象
の方は受診券の「窓口での自己負担額」欄の基本健診欄に0円と記載されています。●実施場所については、札幌市コールセンター（TEL222-4894）でもご案内しております。

（内容や実施場所など）
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健診を受けて、体のメンテナンスを
4人に1人がメタボリックシンドロームとその予備群!?

メタボリックシンドロームとは？ Ａさんの体験談人ごとでは
済まない！？

健診は
通常1時間程度です。
いざ病気になったときのことを想像して
みましょう。病気になれば、通院や入院が
必要になり、お金もかかります。
健診は通常1時間程度の検査です。通院
や入院の時間に比べれば、健診の時間は
ほんのわずかですし、土日に健診を実施
している医療機関や住民集団健診会場
もあります。

やせていても
かかる病気があります。
やせている方はメタボには該当しませ
んが、やせているから健康とは限りま
せん。健診では、メタボ以外のことも
色々と分かります。

通院中の方も
健診の対象です。
生活習慣病の治療のために通院して
いる方も、健診の受診対象です。
治療のための検査と、予防・早期発見
のための特定健診とは目的が異なり
ます。
主治医の先生にご相談のうえ、ぜひ
ご受診ください。

病気の予防には
早期発見が大切です。
生活習慣病は気がつかないうちに、徐々
に進みます。早くに発見できれば、それ
だけ予防も容易です。そのため、健診は
毎年継続的に受けることがとても大切
です。

やせているから、健診
を受ける必要はない
のでは？

いそがしくて時間が
とれないんだけど…

昨年受けたところ問題
ありませんでした。
今年は受けなくても
大丈夫では？

通院中なので健診を
受ける必要は無いの
では？

内臓脂肪の
蓄　積
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健診の結果、生活習慣病発症の可能性が高
いと判定された方は、保健師や管理栄養士
などによる「特定保健指導」で、生活習慣の
改善ができるようお手伝いいたします。
対象となった方には改めて詳しい案内（郵送
または電話）をいたします。

※一部の健診会場では、健診当日に開始できる場合があります。
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健診が大事なのはわかっているけど…

とくとく健診の結果を活用しよう！

下記のような健診結果があった場合は、健診結果をお持ちのうえ、お早めに医
療機関を受診してください。放っておくと脳卒中や心筋梗塞、糖尿病の合併症
など重症化した病気をひきおこす可能性が高くなります。（重症化リスクが高
い方には市役所や保健センターの保健師がご連絡する場合があります。）

メタボリック
シンドローム

40歳の健診で血糖値が高く、「糖尿病」と診断されました。
食事指導を受け服薬を開始しましたが、自覚症状も
なく、治療も健診も行かなくなりました。
気づいた時には、糖尿病の進行で腎臓の働きが低下。
今では透析のために、1回5時間の通院が週３回必要で、
生活が一変しました。今となっては、生活習慣の改善に
取り組み、定期的に健診受診や治療の継続をしていれば…
と後悔しています。


